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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 
 

回次
第50期

第１四半期連結
累計期間

第51期
第１四半期連結
累計期間

第50期

会計期間
自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成31年４月１日
至 令和元年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成31年３月31日

売上高 (千円) 439,022 412,423 2,610,251

経常利益 (千円) 75,067 26,234 512,368

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 40,217 19,744 452,270

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 40,391 16,795 452,172

純資産額 (千円) 2,492,615 2,715,713 2,904,205

総資産額 (千円) 3,434,228 3,864,087 4,167,110

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 29.38 14.43 330.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 72.6 70.3 69.7
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文章中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　平成30年３月30日）及び「収益認識に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　平成30年３月30日）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し

ており、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前年同四半期連結累計期間及び前連結会計年度との比較・分析

を行っております。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益、雇用環境、個人消費ともに回復基調で推移いたし

ましたが、海外におきましては、米中貿易摩擦の長期化、英国のＥＵ離脱問題、中東地域における地政学的リスク

の高まりなど、先行き不透明な状況で推移いたしました。

当業界におきましては、輸送機器関連や特殊機器関連の設備投資は好調を維持し、ヘルスケア関連製品の引合い

は一段と活発化するなど、総じて良好な受注環境で推移いたしました。

このような状況のなかで当社グループは、前期に引続き販売力の強化、優良顧客の獲得、受注の確保、市場の開

拓などに重点を置き、積極的な営業活動を展開するとともに、原価低減にも注力いたしました。

なお、当社グループは、単一セグメントであるためセグメント別の記載を省略しておりますが、主要な製品別売

上高の状況につきましては、次のとおりであります。

ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置につきましては、国内外の展示会、学会、内覧会等への出展、顧客ニーズに

マッチした装置レンタルや計測サービス提案、戦略的な装置の貸出しに加え、新製品の「非接触硬さムラスキャナ

（muraR＝ムラール）」（鋼材表面の硬さのムラを非接触・非破壊で検出する世界初のスキャナ）を市場投入するな

ど積極的な販促活動を行いましたが、受注や納入時期の先送りによる影響等により、売上高は１億32百万円（前年

同期比17.5％減）となりました。

ヘルスケア関連につきましては、遺伝子検査装置の受託開発やリピート受注に加え、新たな受託開発・試作・量

産等の引合いも大幅に増加したことから、売上高は70百万円（前年同期比146.4％増）となりました。

光応用装置及び特殊機器・装置関連につきましては、専用検査装置のリピート受注が本格化したことに加え、波

面センサなどの光学系検査装置の引合いも好調に推移いたしましたが、３Ⅾスキャナ及び光ディスク関連の引合い

が低調であったことから、売上高は２億９百万円（前年同期比16.0％減）となりました。

以上の結果、受注高は６億67百万円（前年同期比3.5％増）、売上高は４億12百万円（前年同期比6.1％減）とな

りました。

損益面につきましては、営業利益29百万円（前年同期比56.8％減）、経常利益26百万円（前年同期比65.1％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益19百万円（前年同期比50.9％減）となりました。

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて３億３百万円減少し、38億64百万円

となりました。これは主に、仕掛品が２億８百万円増加し、現金及び預金が２億83百万円、受取手形及び売掛金が

２億44百万円それぞれ減少したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末と比べて１億14百万円減少し、11億48百万円となりました。これは主に、賞与引当金

が90百万円、未払法人税等が88百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末と比べて１億88百万円減少し、27億15百万円となりました。これは主に、利益剰余

金が１億85百万円減少したことによるものであります。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発の総額は４百万円であります。

 　なお、当第１四半期連結累計期間において研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(4) 生産、受注及び販売の実績

　① 生産実績

当第１四半期連結累計期間における生産実績は、次のとおりであります。

生産高（千円） 前年同四半期比（％）

899,841 104.6
 

（注）生産高は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
　

　② 受注実績

当第１四半期連結累計期間における受注実績は、次のとおりであります。

受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

667,178 103.5 1,562,211 155.8
 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

　③ 販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績は、次のとおりであります。

販売高（千円） 前年同四半期比（％）

412,423 93.9
 

（注）１．主な相手先別販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

なお、総販売実績に対する当該割合が100分の10未満である販売実績につきましては、記載を省略しており

ます。

相手先

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

（自　平成30年４月１日
　　至　平成30年６月30日）

（自　平成31年４月１日
　　至　令和元年６月30日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

株式会社小坂研究所 65,622 14.9 56,145 13.6

日本カンタム・デザイン株式会社 ― ― 43,838 10.6

株式会社日立ハイテクノロジーズ ― ― 41,885 10.2
 

 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,200,000

計 3,200,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(令和元年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(令和元年８月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,393,459 1,393,459
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、100株

計 1,393,459 1,393,459 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総数
増減数
(株)

発行済株式総数
残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

令和元年６月30日 ─ 1,393,459 ─ 1,491,375 ─ 929,795
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成31年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成31年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)
普通株式 24,800

 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,349,400
 

13,494 ―

単元未満株式 普通株式 19,259
 

― ―

発行済株式総数 1,393,459 ― ―

総株主の議決権 ― 13,494 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれ

ぞれ100株(議決権１個)及び14株含まれております。

２．単元未満株式数には、当社所有の自己保有株式76株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成31年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パルステック工業株式会社

静岡県浜松市北区
細江町中川7000-35

24,800 ― 24,800 1.78

計 ― 24,800 ― 24,800 1.78
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成31年４月１日から令和

元年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成31年４月１日から令和元年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ときわ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成31年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和元年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,329,855 1,046,611

  受取手形及び売掛金 ※  1,078,043 ※  833,253

  仕掛品 279,200 487,779

  原材料及び貯蔵品 183,577 170,795

  その他 16,753 45,520

  流動資産合計 2,887,431 2,583,959

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 264,407 259,666

   その他（純額） 356,198 354,594

   有形固定資産合計 620,605 614,260

  無形固定資産 956 17,183

  投資その他の資産   

   投資その他の資産 672,818 663,383

   貸倒引当金 △14,700 △14,700

   投資その他の資産合計 658,118 648,683

  固定資産合計 1,279,679 1,280,127

 資産合計 4,167,110 3,864,087

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  347,681 ※  356,720

  1年内返済予定の長期借入金 10,320 10,320

  未払法人税等 93,959 5,797

  賞与引当金 135,663 45,170

  その他 198,463 251,385

  流動負債合計 786,088 669,393

 固定負債   

  長期借入金 55,340 52,760

  退職給付に係る負債 421,476 426,220

  固定負債合計 476,816 478,980

 負債合計 1,262,905 1,148,374

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,491,375 1,491,375

  資本剰余金 929,795 929,795

  利益剰余金 635,369 449,825

  自己株式 △165,878 △165,878

  株主資本合計 2,890,662 2,705,118

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 13,604 12,258

  為替換算調整勘定 △61 △1,664

  その他の包括利益累計額合計 13,542 10,594

 純資産合計 2,904,205 2,715,713

負債純資産合計 4,167,110 3,864,087
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成31年４月１日
　至 令和元年６月30日)

売上高 439,022 412,423

売上原価 196,392 199,233

売上総利益 242,630 213,190

販売費及び一般管理費 175,255 184,084

営業利益 67,374 29,106

営業外収益   

 受取利息及び配当金 706 1,368

 為替差益 5,493 -

 売電収入 3,687 3,711

 その他 529 542

 営業外収益合計 10,416 5,622

営業外費用   

 支払利息 224 193

 為替差損 - 6,005

 売電費用 2,498 2,295

 営業外費用合計 2,722 8,494

経常利益 75,067 26,234

特別利益   

 固定資産売却益 - 799

 特別利益合計 - 799

特別損失   

 固定資産除却損 0 26

 特別損失合計 0 26

税金等調整前四半期純利益 75,067 27,008

法人税等 34,850 7,263

四半期純利益 40,217 19,744

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 40,217 19,744
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成31年４月１日
　至 令和元年６月30日)

四半期純利益 40,217 19,744

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △2,009 △1,346

 為替換算調整勘定 2,183 △1,602

 その他の包括利益合計 173 △2,948

四半期包括利益 40,391 16,795

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 40,391 16,795

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成31年４月１日 至 令和元年６月30日)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　平成30年３月30日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　平成30年３月30日）が平

成30年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用可能となったことに伴い、当第１四半期連結会計期間

の期首から収益認識会計基準等を適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、輸出販売の一部に関して、従来は船積基準により収益を認識しておりましたが、財又はサービス

を顧客に移転し当該履行義務が充足された一時点で収益を認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を適用した場合の累積的影響額を、当第

１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前

の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。ま

た、収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに

行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、次の①から③の処理を行い、

その累積的影響額を当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

①　履行義務の充足分及び未充足分の区分

②　取引価格の算定

③　履行義務の充足分及び未充足分への取引価格の配分

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高、売上原価、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益に影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高にも影響はありません。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(平成31年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和元年６月30日)

受取手形 22,576千円 25,392千円

支払手形 4,724 610
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成31年４月１日
至 令和元年６月30日)

減価償却費 16,976千円 16,512千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月22日
定時株主総会

普通株式 41,060 30.00 平成30年３月31日 平成30年６月25日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成31年４月１日 至 令和元年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

令和元年６月21日
定時株主総会

普通株式 205,287 150.00 平成31年３月31日 令和元年６月24日 利益剰余金
 

(注)１株当たり配当額には創業50周年の記念配当40円が含まれております。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

  前第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

当社グループの事業セグメントは、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報

の記載を省略しております。

 

  当第１四半期連結累計期間(自 平成31年４月１日 至 令和元年６月30日)

当社グループの事業セグメントは、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報

の記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成31年４月１日
至 令和元年６月30日)

１株当たり四半期純利益(円) 29.38 14.43

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 40,217 19,744

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

40,217 19,744

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,368 1,368
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

令和元年８月８日

パルステック工業株式会社

取締役会  御中

ときわ監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 松島　達也 印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴木　啓市 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパルステック工

業株式会社の平成31年４月１日から令和２年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成31年４月１日

から令和元年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成31年４月１日から令和元年６月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パルステック工業株式会社及び連結子会社の令和元年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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